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北上川ダム統合管理事務所 地震復旧情報（終報）

～石淵ダム機能評価調査検討会においてダム機能の

安全が確認されたため通常の運用に戻します ～

昨年の６月１４日に発生した「平成２０年 岩手・宮城内陸地震」により、北上川

ダム統合管理事務所では「石淵ダム安全確認試験」を実施し、ダムの機能に影響する

異常が認められなかったことから、１２月１９日に「注意体制を解除」しました。

また、ダムの有識者により進められていた「石淵ダム機能評価調査検討会」を１月

２１日に開催し審議された結果、ダム機能の安全が確認されたため、ダムの運用を地

震前の通常運用の状態へ戻します。

【経緯】

・ ６月１４日 ８時４３分 地震発生に伴い、災害対策支部「非常体制」発令

・ ６月１４日１６時４５分 石淵ダム現地対策本部設置

・ ６月１８日１７時００分 応急復旧完了及び監視体制確立に伴い、災害対策支部「警戒体制」

に移行。併せて、石淵ダム現地対策本部を解散

・ ６月１８日１９時００分 余震発生に伴い、災害対策支部「非常体制」に移行

・ ６月１９日１８時３０分 所管施設点検完了及び復旧工事着手に伴い、災害対策支部「警戒体

制」に移行

・１０月３１日 ９時００分 ダム堤体天端補修完了、監視観測データ異常なしを確認したため災

害対策支部「注意体制」に移行

・１１月 １日 ９時００分 ダム安全確認（湛水）試験開始（EL312.00m)

・１１月２５日１９時００分 ダム貯水位(EL317.5m)、安全確認試験（最高水位）

・１２月１９日 ６時００分 ダム貯水位(EL314.4m)、地震被災時の貯水位まで低下

・１２月１９日 ９時００分 災害対策支部「注意体制」を解除

・ １月２１日 「第２回石淵ダム機能評価調査検討会」開催

【安全確認により通常運用へ】

北上川ダム統合管理事務所では、昨年の「平成２０年 岩手・宮城内陸地震」で被災を受けた石淵

ダムの安全確認のため、通常の運用水位（EL 317.5m）までの「安全確認試験」を実施し、その結果、

漏水量、堤体変位、潜水調査のデータに異常が認められなかったことから、１２月１９日に「注意体

制」を解除しました。

また、ダム有識者による「石淵ダム機能評価調査検討会」（座長、独立行政法人土木研究所 地質監

吉田 等）の「第２回検討会」を開催し、石淵ダムの機能に関して安全であるとの評価を頂きました

ので、石淵ダムのダム運用を１月２１日から地震前の「通常の運用」へ戻します。



ダムに関する情報につきましては、当事務所のホームページでご覧いただけます。

ホームページＵＲＬ http://www.thr.mlit.go.jp/kitakato/
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